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を追求するために; 1) 各種臓器の LDH活性測定， 2) 臓器抽出液の寒天電気泳動による LDH アイ
ソずイム・パターンの比較をおこなった口調べた臓器のうち，白血病細胞による侵潤のみられる牌は
一正常牌より高い LDH 活性を示したが，肝，腎，筋などの非白血病性臓器では有意の差は認められな
かった。牌から分離した白血病細胞は正常リンパ球に比して約 3 倍も高い LDH 活性を示した。







高森康彦君の論文は「マワスの放射線誘導白血病の研究」と題するもので， 2 篇からなっている D









たリンパ球は正常より約 3 倍高い活性をもつことがわかった。つぎに血衆および各種組織の LDH の
アイソヂイム・パター γを調べたところ，白血病マワスの血援では陽極にむかつて易動度のもっとも
低い LDH一5が増大していて，同じ傾向は白血病性牌臓にも認められた。これに反して，腎臓，心筋
などの LDH はそれぞれ組織に特異なパター γを示したけれども，白血病と正常との聞に差異は認め
られなかった口
以上の結果から，著者は放射線誘導白血病において血衆 LDH と牌臓 LDH の聞には活性の変動に
おいて，またアイソヂイム・パターンの上で密接な関係があること，したがって血祭 LDH の活性増
大はおそらく白血病性りンパ球に起因するのであろうと推論している。
著者の論文は放射線誘導白血病の研究に重要な知見を加えたもので， 4 篇の参考論文はいずれも放
射線生物学に寄与するところが少なくない。これらの論文は理学博士の学位論文として十分に価値が
あるものと認める。
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